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緒 言

　今日，日本の食糧事情が豊かになったため，個々の家

庭の環境いかんにより，子供の食生活には種々の偏りが

生じ得ると思われる．それは，学校給食として集団の中

で同一の食物を食べている児童生徒の喫食状況や，著者

ら1）が中学生を対象に調査を行った際，栄養についての

知識はあっても実際の食生活では，嗜好の方が優先され

ていたことからも察することができる．そこで，発育途

上の大切な時期にある児童の望ましい食生活を考えるに

あたり，児童の家庭境環や嗜好並びに食生活調査を行な

い，児童の食生活と家庭の躾がどのように関わりあって

いるか，食生活に何が影響を及ぼしているのかを検討し

た．

調査方法

　1．調査時期：昭和54年6月21～29日

　2．調査対象：高崎市立小学校2校の5，6年生児童

480名で，内訳は5年生242名，6年生238名，男子248名，

女子232名である．

　3・実施方法：質問紙法による．実施にあたっては，

クラス担任教師が教室内で児童に調査用紙を配布し，そ

の場で回答を求め，回収した．

　4ぐ調査項目：

　1）家庭環境一家族形態，両親の有無，兄弟・姉妹数，

出生順位，父親の職種母親の職業の有無，食事担当者

とした．

　2）　嗜好度一学校給食でよく使用されている食品50品

目について，嗜好尺度「好き」「普通」「嫌い」，さらに

「嫌いな理由」を求めた．

　3）嗜好行動の実際一どうしても食べられない食品，

嫌いな食品が出た時の行動（学校給食，家庭食），家族

の影響．

　4）　偏食の自己判断と偏食矯正のきっかけ．

　5）家族の食生活に対する関心．

　6）　偏食傾向と家庭環境との関連．

　5・　回収率：集計はパスキー1，000機iを用い，解析は

百分率，検定を用いた．

調査結果および考察

　1）　家庭環境

　児童の家庭における躾を考える場合，家庭環境は大事

な要因であると思われるので，次の項目についてみた．

①家族形態…近年急速に核家族化の方向をたどってい

る2）が，本対象においても，480名中，核家族（親，子）

が71．7％で複合家族（祖父母，親子）の27．3％を大き

く上回っている．

②両親の有無…90．9％が両親有の家庭の児童であり，

母親のみは7．　9％，父親のみO，　6％で，母子家庭が意外に

多い．

　③兄弟・姉妹数…1夫婦あたりの出生児数が，戦前の

5．14人から，1972年には，2．12人に減り，子供は2人と

いう家庭が多くなっている3）が，本調査対象も1人は

7．　3％，2人は約60％で，3人以上（31．9％）の約2倍に

あたり，同様の結果である．

　④父親の職種…勤め人が会社員，公務員合わせて60．・6

％，その他38．5％，無記入0．9％であった．

　⑤母親の職業の有無…母親職業有（48．3％），無（47・5

％）の比率はほぼ同数で2名に1名は職業を有すること

になる．
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表2嫌いな食品が出た時の行動

学 校 給 食 ーー 家 庭 食

行 動 1諮1豆鍼ll 行 動 ；諮隠鱒
自分から進んで食べる．

食べないで残す．

給食に嫌いなものはない．

給食だと嫌いなものも食べられる．

先生や友達に注意されるので少し
は食べる．

友達がおいしいと言ったら食べて
みる．

無記入　　　　　　　　　　’；＄」

十二＝
ロ

135

120

71

54

49

40

11

480

28．1

25．0

14．8

11．3

10．2

8．3

2．3

100．0

嫌いなものでも食べやすく料理し
てあるので食べる．
食べるように注意されるので食べ
る．

注意されても絶対に食べない．

食べなくても何もいわれないので
残す．

家の食事には自分の嫌いなものは
入っていない．

その他

無記入

十二＝
口

144

107

71

56

45

32

25

480

30．0

22．3

14．8

11．7

9．4

6．7

5．2

100．0

　⑥食事担当者…主な食事担当者による子供への影響を

みるため，食事を作る人は誰かについて記入を求めたと

ころ，様々な回答を得たが，母と誰々とある場合は母親

中心であると見なし，食事担当者は，母親，母親以外の

人の2通りとした．93。9％が母親であることから，半数

の母親は職業を持ちながら食事を担当していることにな

る．

　2）嗜好度

　①食品の嗜好とその理由…食品50品目の「好き」「嫌

い」について食品群別でみると（図1），「好き」な食品

は果実類（91．0％），菓子類（75．0％），肉類（71，9％），

穀類（71．6％）の順で，　「嫌い」な食品では野菜類が圧

倒的に多く，特に，ピーマン（37．5％），パセリ（32．3

％），セロリ（29．2％）など，匂いが強く苦味のある緑

黄色野菜嫌いが目立つ．さらに，食品の「嫌いな理由」

を大別すると，味覚，嗅覚，視覚，触覚（舌ざわり），物

理的なもの　（かみ切れない），不快な経験による心理的

なものなどの要素があり，児童は食品の選択に対して非

常に敏感であると思われる．味に関しては「まずい」と

いう訴えが多かった，

　②性別からみた嗜好差…性別によって嗜好度が異なる

か否かを「好き」と「嫌い」に分け，食品群別ごとにみ

たが，いずれの群も性別による差は認められなかった．

次に，各食品の「好き」　「普通」　「嫌い」たついて性別

との関連をみると（表1），男子の方が女子より「好き」

が高率で「嫌い」が低率の食品が多く，50品目中18品

（36．0％）に性別による差が認められた，これらの食品

を主たる栄養源からみると，含水炭素源食品では，ごは

ん，うどん，ラーメン，じゃがいも，まんじゅう，蛋白

質源食品では，魚，貝，豚肉，鶏肉，牛肉，ハム，ウィ

ソナーソーセージ，なっとう，油あげ，ビタミン源食品
　　　｝t　t

ではパセリ，キャベツ，セロリ，玉ねぎであった．

　3）　嗜好行動の実際

　嫌いな食品があり，食べられずに食事面の偏りが生ず

ることは，栄養素のバラソス上よくないことであり，発

育に影響を及ぼすことでもあるため，嗜好の中でも，特

に嫌いな食品につ㌧こてとりあげた・、、

　①どうしても食べられない食品…どうしても食べられ

ない食品が「有」と答えた児童は195名で40．6％に当た

り，5名に2名は食べられない食品があることになる．

食べられない食品はピーマン，セPリ，パセリが圧倒的

に多く，いずれも嫌いな食品上位3位がそのまま反映し

ている．ピーマソについては著者らの女子大生の調査4）

では比較的食べられているが，パセリについては年齢に

関係なく上位をしめている．児童は感受性の強い年代で

あるだけに，調理法に工夫し，食べる習慣を身につけさ

せることが大切であると思う．

　②嫌いな食品が出た時の行動（学校給食，家庭食）…

児童は食事に自分の嫌いな食品が出た場合どのような行

動を示すか，周囲の影響の異なる学校給食と家庭食につ

いてみた（表2）．学校給食では「自分から進んで食べ

る」が28．1％で，嫌いなものでも自分で食べるように努

力している老が多い．次いで「食べないで残す」が25．・0

％で4名に1名は嫌いな食品を残していることになる．
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また，「給食だと，嫌いなものも食べられる」が11．3％

（54名）いたのは給食の楽しい雰囲気や友だちとの会食

の影響などによると思われる．それは，「先生や友達の

注意で食べる」10．2％や，「友達がおいしいといったら

食べる」8．3％でもわかる．家庭の食事では，「嫌いなも

のでも食べやすく料理してあるので食べる」が30．3％に

及ぶ，食事担当者が子供の偏食に対して関心を持ち，工

夫していることがうかがわれる．次いで「注意されるの

で食べる」が22．3％なので，前者と合わせると52．3％，

つまり，家族の食事に対する注意により，過半数の者が

嫌いなものでも食べていることになる，また，「注意さ

れても絶対に食べない」14．　8％と「何も言わないので残

す」11．7％を合わせると食べないで残す者が26．5％にな

り，学校給食の場合（25．0％）とほぼ同率であった．

　この回答から家族の配慮の実際をみるため，「注意さ

れても食べない」「注意されるので食べる」「食べやす

い料理法により食べる」の三者を合わせると，67．1％が

子供の偏食に対して関心を示しているといえる．

　また，「家の食事には，自分の嫌いなものは入ってい

ない」が9．4％（45名）である．この中には「嫌いなも

のがない」者も含まれていると思われるが，食事担当者

が子供の嗜好に合わせて子供の嫌うものは与えないとい

う場合は問題で，子供の偏食を固定化させることになる

と思われる．

　③家族の影響…出生後母親から受ける影響は，嗜好の

点でも大きいものと思われるが，母親以外の家族から受

ける影響も見逃がせない要素と考え，子供と家族の嗜好

関係をみるため，家族を母親父親　兄姉（年上），弟

妹（年下），祖父母に分け，嫌いな食品が家族と一致し

ていると答えた148名についてみると　（図2），予想通

り母親との関係が一番強かった（33．1％）．したがって，

子供の嗜好には食事担当者（93．9％が母親）

の影響が大きいと思われる．食事担当者は自

分の嫌いな食品を献立に入れなかったり，使

用頻度が少なかったりして，子供もその食品

になじめず，こうした家庭の食事の積み重ね

の中で知らず知らずのうちに，子供も偏食傾

向に陥るのではないだろうか．父親，兄姉か

ら受ける影響に対し，弟妹へは本人が逆に影

響を及ぼしていると考えられる，

　4）偏食の自己判断と偏食矯正のきっかけ

　①偏食の自己判断・・自己の偏食についてど

祖父母
（2．7％）

弟　妹　　母　親
（23．0％）　　（33，1％）

兄　姉
（20，9％）父親

　　　（20．3％）

　　　　　　　　図2　家族の影響
　　　　　　　　一「嫌い」の一致率

の程度認識しているかを知るため，児童に自己判断を求

めたところ（図3），「好き嫌いが多いと思う」児童は

33，5％に対し，「思わない」児童は63．1％であった．さ

らに，男女間についてみると「思う」が男子27．4％に対

し女子は40．　1％で，男子より女子の方が偏食傾向が強く，

男女間に有意差が認められた（P＜0・01）．

　また，「好き嫌いが多いと思う」児童161名について，

「好き嫌いが多いことをどう思うか」という問いに対し

（表3），55．9％の児童が「よくないことはわかってい

るが直せない」と答えている．「直そうと思っている」

児童（34．8％）より，わかっていても直せないと決め込

んでいる児童が多い．また，「何とも思わない」という

無関心な児童も6．8％いた．こうした児童をどのように

改善の方向へ導びいたらよいかが今後の課題である．

　②偏食矯正のきっかけ…偏食矯正をするためには，種

々のきっかけをとらえることであり，そのきっかけが何

によるかが，食生活を楽しく豊かなものにする要素であ

ると考えられる．そこで，「低学年では嫌いだったけれ

ども学年が進むにつれて好きになったものがある」と答

えた児童348名（72。5％）について，そのきっかけをみ

ると（図4），自分から進んで食べるようになった（自

主性）が41．1％で高率を示しており，その理由として，

％
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図3　偏食の自己判断
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図4　嫌いな食品を食べるようになった「きっかけ」

表3好き嫌いに対する考え

考 え 1諮1腎
体によくないので直そうと思う．

よくないことは，わかっている
が直せない．

何とも思わない．

無記入

計

56

90

11

4

161

34．8

55．9

6．8

2．5

100．0

表4家族の食事に対する関心
L

項 目

食
事
時
の
躾
（
複
数
回
答
）

食
事
時
の
楽
し
さ

食べ物を粗末にしてはいけ
ません．

食べ物の栄養は体に大切で
す．

作った人に感謝の気持をも
つ．

何も話さない．

無記入

計

楽しい

楽しくない

普　通

無記入

計

人数
（480人
中）

282

240

96

38

9

665

442

29

2

7

480

百分率
（％）

58．8

50．0

20．0

7．9

1．9

／
92．1

6．0

0．4

1．5

／

関心度

85，9

86．0

198名の児童が「体のために食べた方がいいと思うから」

と答えている．外的因子としては，給食時の周囲の影響

（18．7％），家人の注意（17．0％），食事時間の楽しさ

（14．　4％），先生の注意（1．1％）があげられている．こ

の結果から，集団の中でいろいろな食品に接することが

できる学校給食は，児童の偏食矯正に何らかの役割りを

果していると思われる．その他の中では，「自然と」と

答えた児童が12名含まれているが，特に理由がない食べ

ず嫌いの表われと見られる．

　5）　家族の食事に対する関心

　①食事時の躾…家族がどの程度食事について関心を持

ち，子供へ躾をしているかを複数回答によりみると（表

4），「食べ物を粗末にしてはいけません」が58．8％で多

く．次いで「食べ物の栄養は体に大切です」が50．0％に

及ぶ．「何も話さない」者が7．9％，無記入の1．9％を加

えると9．8％になる．したがって，約90％の家族が子供

に食事について躾をしている。その主なものが，食物を

粗末にしないこと，栄養のことである．また「作った人

に対して感謝の気持ちをもつ」は20．0％，「その他」は

1．9％である．そこで，躾の面や，家族の食生活の面か

ら，家族の食生活に対する関心度（食事時に躾をしてい

る家族数から躾をしていない家族数を引いて回答総数で

割って100を掛けたもの）を求めると，87．2で関心の高

さが伺がわれた．

　②食事時の楽しさ…憩いの場であると考えられる家庭

の食事について，「楽しい」と答えた児童は92．1％，「楽

しくない」児童は6．0％で（表4），「楽しくない」理由

としては，「嫌いなものを無理に食べさせられるから」

が9名，「勉強のことを言われるから，小言を言われる

から」合わせて9名あり，「父と母が話している・父が

しゃべらない」を含めると20名が食事時の家族の態度に

関することを理由としている．食事時の楽しさを家庭の

関心度（「楽しい」人数より　「楽しくない」人数を引い

て回答総数で割って100を掛けたもの）としてみると，

86．0で関心の高さを示している．

　6）偏食傾向と家庭環境との関連

　嗜好調査における嫌いな食品数を偏食の尺度とし，0，

1～4，5～9，10以上の4段階にまとめ，偏食傾向と家庭

環境との関連をみた（表5）．

　家族形態では，複合家族の方が，核家族の児童に比べ

て，嫌いな食品数が多く両者間に有意差が認められた．

複合家族の場合，家族構成数が多く，子供を放任しがち

となり，子供は「嫌い」な食品を残してしまう傾向にあ

るのではないかと考えられる．

　出生順位が長子という立場は，祖母育ちまたは，初め

ての子育てにおける親の過保護などで，子供の嗜好に合
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表5偏食傾向と家庭環境との関連

項 目

家族形態

出生順位

母親の職業
の有無

食事担当者

偏食自己判
断

食事時の楽
しさ’

核　家　族

複合家族

長子と末子

長子・末子
以外の子

有

無

母　　　親

母親以外の
人

偏　食　有

偏　食　無

楽　し　い

楽しくない

嫌いな食品数

10以上5～91～40
　（人）　（人）　（人）（人）

18　　　65　　161　　100

5　　36　　70　　20

22　　　88　　201　　　99

1　　13　　30　　21

10　　　42　　113　　　64

12　　　54　　107　　　52

20　　　99　　217　　115

3　　1　　14　　2

19　　73　　65　　4

325162113

19　　　92　　215　　116

2　　7　　17　　3

z2値

　　＊＊

11．694

3。328

3．052

　　＊
10．692

　　＊＊

148．604

3．828

●

＊　　p＜0．05　　　　＊＊　　p〈0．01

わせた食品を与え偏食を固定化させ易いのではないか．

』また，末子も甘えっ子が多いと思われることから，長子・

　　　　　　　　　　　　　　　ネ末子以外の子との間に差があるかと思い，長子と末子，

長子・末子以外の子にまとめ，偏食傾向との関連をみた

が有意の差は認められなかった．また，母親炉職業を持
　　　　　　　　　　　　cゆ
つていることで，子供の食生活に影響を及ぼしているの

ではないかと考えたが，ここでも偏食との関連は認めら

れなかった．

　この他，幽両親め有無父親の職業，食事時の楽しさ，

蘭食の量との関係においても偏食との差はみられなかっ

た．

　食事担当者からみると，嫌いな食品数10以上の児童は
　　　　　　　　’も
食事担当者が母親以外め人に多く，差がみられた．母親

以外の人（20名）のうち9名は祖母であることから，祖

母育ちの影響が考えられる．

　偏食自己判断では，偏食だと思っている児童は嫌いな

食品数が多く，偏食無との間に有意差が認められた．

　要するに，児童の偏食は，家庭環境に左右されやすい

ものであり，食事担当者および家族は，調理法の工夫や

食卓の団簗を大切にし，日常の食生活の積み重ねの中で

自然に身につくような食生活の躾をするために，まず，

親自身が自分の食生活における態度を顧みることである．

要 約

　児童を対象に，嗜好調査の中から，嫌いな食品に対し

食生活上どのような行動を示しているか，また，児童が

偏食をどの程度自覚し，偏食矯正をどのように考えてい

るか，家庭の躾との関わりにおいてみた結果は次の通り

である．

1．児童の「好き」な食品は果実類，菓子類，肉類，穀

類で，　「嫌い」な食品は野菜類が圧倒的に多く，特にピ

ーマン，パセリ，セロリは「嫌い」で「どうしても食べ

られない」食品である．

2．　男子の方が女子より「好き」な食品が多く，50品目

中18品に性別による嗜好差が認められた．

3．　食事に嫌いな食品が出た時，児童は学校給食では，

自主的に食べる者が約3名に1名いるが，家庭食では，

食事担当者の手によって食べやすく料理されているため

に過半数の児童が食べている．

4．　「嫌い」の一致率は家族の中でも母と子の関係が強

かった．

5．偏食の自己判断で女子の方が，男子より偏食傾向が

強く，性別による差がみられ，中には偏食を自覚しなが

らも直そうとしない児童が比較的多かった．

6．家庭における食事時の躾は，食べ物を粗末にしない

ことや，食べ物の栄養に重点がおかれている．また，食

事が「楽しい」という児童が多く，家庭の食生活に対す

る躾や雰囲気作りにおいて，関心度の深さが伺われた．

7．　複合家族の児童は核家族の児童に比べて嫌いな食品

数が多く，また，食事担当者が母親以外の家庭の児童も

嫌いな食品数が多いことから，いずれも有意の差が認め

られた．

　おわりにあたり，この調査研究にご協力いただきまし

た高崎市立片岡小学校，乗附小学校の校長先生，諸先生，

並びに，調査を担当した押元万里子さんに厚く御礼を申

し上げます．
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